
神聖な命において成長し、永遠の王国へと豊かに入る 

1. Ⅱペテロ1:5 まさにこのゆえに、勤勉の限りを尽くして、あなたがた
の信仰に美徳をあふれるばかりに供給し、美徳に知識を、6 知識
に自制を、自制に忍耐を、忍耐に敬虔を、7 敬虔に兄弟愛を、
兄弟愛に愛を供給しなさい。…11 このようにして、あなたがたは
豊かに、あふれるばかりに供給されて、私たちの主また救い主イエ
ス・キリストの永遠の王国へと入るのです。 

2. 永遠の王国へと豊かに入るために命の成長が必要です。 
3. 信仰に美徳を供給するとは、同じ尊い信仰を活用して、美徳を
発展させることです。すなわち、神聖な命の力が、活力のある行
動を生み出すことです。この信仰は活用される必要があります。
それによって神聖な命の美徳が発展して次の段階に至り(美徳
→知識→自制→忍耐→敬虔→兄弟愛→愛)、円熟に達します。 



4. 私たちの内側にある神聖な性質の究極の発展は、神聖な愛、
「アガペー」です。私たちは神聖な性質に極みまであずかるとき、
愛としての神で満たされ、愛の人、愛そのものとさえなります。 

5. 私たちが神聖な命と神聖な性質との発展において享受する満
ちあふれる供給は、私たちをあふれるばかりに供給して、私たち
の主の永遠の王国へと豊かに入らせます。 

6. 適用：私たちはバプテスマされた時に王国の中に少し入りました
が、成長によって王国の中に豊かに入るべきです。思いを肉に
付けると、淫行、争い、しっと、怒りの爆発、分派、妬みなどの感覚
が成長します。心の中のこれらの消極的な罪を告白し、思いを
霊に付けて、美徳から、知識、自制、忍耐、敬虔、兄弟愛、愛へと
発展させ、毎日少しずつ、より豊かに王国に入国します。 

7. 祈り：「おお主イエスよ、自分の罪を告白し、思いを肉にではなく霊
に付けます。毎日少しずつ更に豊かに王国に入国できますように!」 


